
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

エウロパ

ソロリティ

レクイエム

ロマネスク

１４

６喪失

60

花園

13
クスリ

黒の館

お茶会

戦場

青髭の元帥

X聖女

93

20

天上

聖女「君の目に映るのは数多の死体。君の耳に入るのは呻き声と断末魔。恐怖など感じている余裕もない。 そんな君の横を颯爽と駆け抜けるのは青い色。先陣切って敵に立ち向かう一人の男。勇気か蛮勇か、どちらが相応しい言葉かは分からない。 でも、君の眼の前で敵はなす術もなく切り裂かれていく。全く末恐ろしい男だ。味方なら心強いが、敵だと恐ろしい。君はそう思いながら負けじと武器を振るった】

聖女「部屋中に響き渡る断末魔。しかもそれがまだ幼い子供のものであると言うのだから胸糞悪い。　だが、自分に何ができる？やめろ！と叫んで止めに入るか？そんな事して、何になる？　君は唇を噛み締めながらジッと見ている事しかできない。　やがて男はグチャリと無造作に子供の首を切り離すと、下卑た笑みでこちらを見やる。　そして首を君に見せつけるように置き、こう言った。　「どの首が一番綺麗かね？この子か？それとも昨日の子か？」　血と死臭に酔いしれるように男は問う。その姿を狂気と言わず、何と呼ぶのだろうか…」

聖女「君の目に映るのは真っ直ぐな瞳を持つ一人の少女。彼女の瞳はキラキラと輝いていて、君にはそれがとても眩しい。 　若さゆえの無謀さか。最初はそう思った。でも、違う。彼女は真剣だ。そして、心の底から信じていた。 　それが眩しすぎる。それは他の奴も同じだったろう。年端も行かない若い少女。なのに何故彼女に人がついて来るのか。 　自分でも不思議だった。でも、君は思った。彼女が紡いでいく「物語」の結末をこの目に収めたい。 　彼女が見ているものは未来か。その未来には何が待っているのだろうか――」
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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あなたを含む舞台上の姉妹全員、望む攻撃マニューバ一つをラピッドで使用してよい

バトルパート開始時と終了時に任意の姉妹一人と互いに対話判定を行う

射撃マニューバ出目＋１

射撃マニューバ出目ー1、コストー1

攻撃判定を振りなおす

行動値＋２

行動値＋１

肉弾1

行動値＋１

行動値１

肉弾1

支援1

移動1

射撃5

射撃1＋爆発　攻撃判定の出目＋１

次カウントで使うマニューバ一つのコストー1

行動値１

移動1

移動1

支援2か妨害2

射撃1+切断

チロリアンハット

行動値＋1

レベル3改造パーツ取得
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